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Round 2
レースレポート

●大会名称	 ：　 2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round 2
●主催	 ：　 関西スポーツカークラブ（KSCC）、名古屋レーシングクラブ（NRC）、鈴鹿モータースポーツクラブ（SMSC）
●協力	 ：　 AASC、ARC、ARCN、KRHC、OCCK、チーム淀
●後援	 ：　 鈴鹿市/一般社団法人鈴鹿市観光協会（FEクラス）
●競技	 ：　 JAF公認 準国内競技
●会場	 ：　 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ：　 総参加台数／189台 
	 　 FIT 1.5 Challenge Cup................................18台
	 　 フォーミュラEnjoy......................................18台
	 　 v.Granz.............................................................27台
	 　 VITA...................................................................37台
	 　 FJ1500................................................................ 3台
	 　 スーパーFJ......................................................16台
	 　 ロードスター・パーティレースⅢ..........40台
	 　 マツダファン・サーキットトライアル.17台
●併催	 ：　 Historic Formula Register.........................13台
●開催日	 ：　 2026年6月13日（土）・14日（日）
●天候・路面	 ： 　 6月13日（土）／晴れ・ドライ　14日（日）／曇り・ドライ

■開催概要

VITAクラスには37台がエントリー！ グリッド上をカラフルなレーシングマシンが埋め尽くす様子は壮観だった

●シリーズ名称	 ： 	2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round3
●開催日	 ：	 2026年7月11日(土)・12日(日)
●会場	 ：	 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ： 	FJ1500/S-FJ、FIT 1.5 Challenge Cup、MEC120（VITA、v.Granz）、フォーミュラEnjoy
	 	 N-ONE OWNER’S CUP

■次回レース開催概要

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・
公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿
サーキット公式webサイト専用ページにてご覧
いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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開幕戦から約3カ月。待ちに待った「SUZUKA CHAMPION CUP RACE」の第2戦が、6月13日（土）、14日（日）の両日、
開催された。

土曜日に各クラスの公式予選が行われる中、一際目を引いたのが夕方に開催された「参加して楽しむ」をコンセ
プトとした2つの競技。その一つが「ロードスター・パーティレースⅢ」。2002年に始まり、日本各地のサーキットを転
戦するマツダロードスターを使うワンメイクレース。ロードスターを愛するドライバーが集い、40台ものエントリー
を集め、盛況のうちに開催。もう1つがマツダ車のみで行われるタイムトライアル「マツダファン・サーキット・トライ
アル」。2025年、鈴鹿で開催して好評だったことを受けての連続開催となった。

そして、日曜日は「VITA」、「フォーミュラEnjoy」、「v.Granz」など、鈴鹿チャンピオンカップレースとして、おなじみの
各クラスが予定通り、決勝レースを消化。VITAクラスでは西尾光芳が開幕戦からの連勝を決めた一方で、v.Granz
では、開幕戦を制したドライバーに競り勝った兒島弘訓が優勝を果たすといったドラマも見られた。

日曜日の鈴鹿上空は終始雲に覆われたものの、路面は最後までドライをキープ。天候や大きなアクシデントに悩
まされることなく、多くのドライバーがサーキット走行という貴重な時間を最後まで愉しんでいた。

土曜日はマツダファン向けのレースやタイトラも開催！
2日間にわたり、最後まで予測不能な高速バトルが繰り広げられた

併催イベントとして行われたヒストリックフォーミュラレジスター。往年の名車がジェントルドライバーの手により鈴鹿を駆け抜けた
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■FIT 1.5 Challenge Cup 
ポールポジションの清水悠祐がスタートに失敗すると、2番グリッドの大東寛和がトップへ。大東を追う瀬戸貴巨は、最終コーナーで
大東をパスしてオープニングラップをトップで終える。瀬戸、大東、開勇紀がトップ3を形成。順位を落とした清水、そして岩瀬亮平が猛
チャージでトップ3を窺う。清水は着実に順位を回復し2番手となり、トップの瀬戸に迫る。
レースは瀬戸をトップに清水、開が三つ巴でファイナルラップへ。そして最終コーナー、アウトから抜きにかかる清水だったが、瀬戸
が抑えてトップチェッカーを受けた。

優勝は瀬戸貴巨。2位は猛チャージを披露した清水悠祐、3位は開勇紀となった

FIT 1.5 Challenge Cup 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/-XHKByTGPc8?si=3S4WSMIEgTETe4V3&t=1721
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■FIT 1.5 Challenge Cup　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■フォーミュラEnjoy
KENJI MURASEがポールポジションからスタート。2番グリッドはマイスターズ・カップの市岡洋一郎、中島一郎が上位グリッドを形成。
KENJI MURASEがホールショットを奪うが、2コーナーで市岡を含む2台が接触し、セーフティカーランとなる。トップにKENJI MURASE、中
島、山重、ジョニー小倉、Bagnall Alexanderのオーダーでレースは再開。KENJI MURASEと中島のトップ争いが激化する一方、山重とジョ
ニー小倉による3番手争いも繰り広げられた。中盤に差し掛かる頃、中島はKENJI MURASEをオーバーテイクしてトップへ。
KENJI MURASEは5番手あたりまで順位を落とすが、その後、猛チャージを見せて2番手でファイナルラップを迎える。しかし、トップの中
島とは大きな差があり、中島はアドバンテージを生かし、トップでチェッカーを受けた。

3番グリッドスタートだった中島一郎は、終盤でトップに立つと逃げ切った

フォーミュラEnjoy 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/-XHKByTGPc8?si=49JhHzac9OASaZr6&t=5060
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■フォーミュラEnjoy マイスターズ·カップ

マイスターズ・カップの優勝はジョニー小倉、2位に大内田実、3位は市岡洋一郎。大内田は鈴鹿8耐ライダーとして知られる存在で今回がFE参戦2戦目

■フォーミュラEnjoy　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■VITA
中島僚斗がポールポジションからホールショットを奪う。西尾光芳、ジェントルマンクラスの三浦康司、神晴也、武地孝幸、Hana 
Burtonがトップ集団を形成した。しかし、プレッシャーからかトップの中島がオープニングラップでスピン。これにより西尾光芳はトッ
プ浮上。一方、神もマシントラブルのためか順位を落とす。
この展開で楽になった西尾光芳はトップを快走、三浦、武地、三宅永泰、西尾和早、坂野貴毅らが追う。三浦がコースオフを喫するな

ど、数カ所でマシンが止まり残り2周でセーフティカーが導入される。レースはセーフティカーランフィニッシュになり、西尾光芳が前回
の初優勝に続き連勝を飾った。

優勝した西尾光芳は開幕から2連勝。この日も終始、主導権を譲らなかった

VITA 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/-XHKByTGPc8?si=uAtcBrD3LcnjwY35&t=8656
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レースレポート

■VITA ジェントルマンクラス

ジェントルマンクラスの優勝は三浦康司。2位にイシカワヨシオ、3位は松尾和哉
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■VITA　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■v.Granz
ポールポジションから好スタートを決めたのは開幕戦ウィナーの金澤力也だ。金澤を兒島弘訓、山下亮生、関正俊、畑享志の順で追

う展開となる。すると、畑がコースアウトを喫してしまい、3周目からセーフティカーランになる。
金澤、兒島、山下、関、佐々木光、入谷敦司の順で周回を重ねる。セーフティカー解除後のリスタートも見事に決めて金澤はトップを

キープするが、2番手の兒島も金澤との差を広げさせない。終盤にかけてトップ2はテールtoノーズの膠着状態のまま、いよいよファイ
ナルラップへ。勝負に出た兒島は、金澤をオーバーテイクして逆転。そのまま金澤を振り切ると、トップでチェッカーを受けた。2位は金
澤、3位は山下となった。

優勝した兒島弘訓は、開幕戦ウィナーの金澤力也を最終ラップで逆転

v.Granz 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=pDK6illlby22LiCM&t=9003
https://www.youtube.com/live/j7L0pD8VV9E?si=YEkhH26CUX2-iMCd&t=14942
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■v.Granz　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■FJ1500／スーパーFJ
FJ1500クラスの宮本颯斗がポールポジションを獲得。レースは宮本が好スタートを決め、2番手に柱本翔夢伊が続く。オープニング

ラップで数台のクラッシュがあり、セーフティカーランになる。宮本、柱本、小野原悠、井出七星翔、田崎脩馬、府本淳之介の順で5周目
からレースは再開される。
ペースを上げる井出は、着実に前を抜き2番手へ。井出と宮本は交互にトップに立つバトルを繰り広げると、田崎も加わり三つ巴の
戦いでファイナルラップへ。すると田崎がスピンを喫してしまう。宮本が井出を抑えてトップで通過するが、レース後、宮本にドライバー
の遵守事項違反によるペナルティが課され、優勝は井出となった。

FJ1500で優勝を果たしたのはポールシッターでもあった宮本だったが…

FJ1500／スーパーFJ 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■FJ1500

https://www.youtube.com/live/-XHKByTGPc8?si=BN45HoySZPKNUFTi&t=20905
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■スーパーFJ

■FJジェントルマンクラス

優勝した井出七星翔は今シーズン、岡山に続いての連勝となった

ジェントルマンクラス優勝は総合9位の畠山退三、2位は青合正博
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■FJ1500/S-FJ　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■Historic Formula Register
往年のフォーミュラカーを愛するオーナードライバーによるレースグループ「ヒストリックフォーミュラレジスター」。2026年は発足
25年という周年イヤーを迎えている。参加車両は主に1960年代に製造されたフォーミュラカーで、年代ごとに3クラスにカテゴライズ
してレース形式の走行会を実施した。各クラスの優勝はClass3・本橋茂、class2・井戸康裕、class1・麻尾行夫となった。

HFRデモンストレーションレース ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

ポールポジションを獲得したのは1967年式の「McLaren M4B」に乗る本橋茂

https://www.youtube.com/live/HS8FRjbTacc?si=3NSLeO5d3xbayPxy&t=21432
https://www.youtube.com/live/-XHKByTGPc8?si=vzX3d2rAUW3U7TAE&t=24838
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■Historic Formula Register　デモンストレーションレース　結果表

総合優勝、及びclass3でも優勝となった本橋茂。2位は久保田裕介、3位は山本雅明

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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Voice
of 
Pick up
Driver 

この日、キラリと光った
ドライバーに一問一答

【ピックアップドライバー／インタビュー（ダイジェスト版）】
Q:優勝おめでとうございます。鈴鹿での優勝経験は?
「ありがとうございます。過去にCIVICレースで優勝したことがあり、鈴鹿での優勝は2回目です」

Q:決勝を振り返って良かったのはどこでしょうか？
「トップの方のミスもありましたが、1周目でトップに立てたことが結果としてかなり大きかったです」

Q:ファイナルラップも熱い展開でした
「最終コーナーも、自分はスピードを上手く乗せて立ち上がっていけました。このまま最後まで2番手（清水悠祐選手）を
抑えようと必死でした」

Q:次戦の目標を聞かせてください
「次はしっかりとポールポジションを取って、逃げ切れる展開のレースをしたいですね！」

この日、キラリと光ったドライバーに一問一答
「Voice of  Pick up Driver」。

最後まで熱い展開のレースを制す！
FIT 1.5カテゴリーでクラス初優勝！通算鈴鹿2勝目

瀬戸 貴巨 選手（テクニカ★OKC★制動屋★セナルト FIT）

  「Voice of  Pick up Driver」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ドライバーのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://youtu.be/U2vGra9uThw

